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ドイツ占領期ラインラント･プフアルツ州憲法の制定と

宗教教育の復権

DieVerfassungfurRheinland-Pfalz(1947)unddieWiedereinsetzung
desReligionsunterrichtsinderdeutschenBesatzungszeit

遠 藤 孝 夫*
TakaoENDO*

【論文要旨】

ドイツ連邦共和国憲法 (基本法)は､｢神｣との関係から国家の再建理念を基礎づけ､公教育の要件とし

て宗教教育 (端的にはキリスト教教育)を明確に位置づけている｡このことは､厳格な政教分離と公立学校

での宗教教育を禁止している我が国と著しい対照を成している｡本稿は､このドイツの戦後教育の展開にお

いて一つの顕著な特徴と言える ｢宗教教育の復権｣の具体相とその歴史的背景の解明に迫ることを意図する

ものである｡具体的には､基本法に先立って占領下に制定された州憲法に注目し､特にその中でも最もキリ

スト教的自然法に刻印されたものとされるラインラント･プフアルツ州憲法 (1947年)の制定過程での論議

を分析することで､｢宗教教育の復権｣に象徴される戦後 ドイツ初発の国家と公教育の再建理念を明らかに

した｡

キーワード:ラインラント･プフアルツ州憲法､宗教教育の復権､キリスト教的自然法､アドルフ･ジュス

ターへン

はじめに

本稿は､占領下 ドイツの諸州で相次いで制定さ

れた憲法とそこでの宗教教育関連条項の成立過程

の分析を通して､ドイツの戦後教育の展開におい

て一つの顕著な特徴と言える ｢宗教教育の復権｣

の具体相とその歴史的背景の解明に迫ることを意

図するものである｡

戟後の我が国では､日本国憲法と教育基本法

の制定により､政教分離原則および公立学校に

おける特定の宗教教育 (宗教的活動を含む)の

禁止の原則が適用されてきた｡これに対して､同

じく第2次世界大戦の敗戦国であるドイツにお

いては､我が国の法規定とは ｢著しい対照｣1)と

も表現すべき状況が確認される｡すなわち､1949

年制定の ドイツ連邦共和国 (旧西 ドイツ)の憲

法､いわゆるボン基本法では､その前文冒頭で､

｢神および人間に対する責任を自覚して｣(im

BewuBtseinseinerVerantwortungvorGottund

denMenschen)､この憲法が制定されたことが

明記され､また子どもの養育と教育は親の ｢自然

の権利｣(dasnattlrlicheRecht)であること (第

6条)､さらに ｢宗教教育｣(Religionsuntemicht)

は公立学校における ｢正規の教科｣(ordentliches

Lehrfach) で あ り､ そ れ が 当該 宗 教 団体

(Religionsgemeinschaft)の教義に基づいて授

けられるべきこと (第7条)が､それぞれ規定さ

れている｡

｢神｣との関係から国家の再建理念を構築し､

公教育の要件として宗教教育 (端的にはキリスト

教教育)を明確に位置づけるというボン基本法に

見られる顕著な特質とその意味を､我々はどのよ

うに理解すべきなのだろうか｡また､こうした特

質は如何なる背景から刻印されたものなのだろう

か｡これらの問題を検討する手掛かりを与えてく

れるのは､ボン基本法に先立ち､後にドイツ連邦

共和国を構成することになる西側占領地区の諸州

において､1946年から47年にかけて相次いで制定
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された憲法である｡それは､これらの諸州憲法で

は､上記のようなボン基本法に確認される特質が

より一層明確に示されていたからであり､ボン基

本法はこれら諸州憲法の最大公約数として集大成

されたものであったからである｡ ドイツ敗戦直後

の時期に､戦勝国による占領統治の下にあっても､

ドイツ人自らの手で起草 ･審議 ･制定されたドイ

ツ諸州憲法は､H.クラースの言葉を借りるなら

ば､この時点での ｢国家と社会の再建の精神的基

盤に関する議論の到達点｣を示すものであり､ボ

ン基本法の前提となる ｢秩序モデル｣を提供する

ものであった2)0

この点で､とりわけ注目すべき憲法は､ライン

ラント･プフアルツ州憲法 (1947年)であった｡

この憲法は､｢本質的にキリス ト教に方向づけら

れた戦後諸憲法の頂点｣3)に位置づけられるもの

として､またその草案起草から制定に至るまで

アドルフ ･ジュスターへン (AdolfSdsterherm)

という一人の人物が決定的な役割を果たした極め

て稀有な憲法としても特筆すべき憲法であった4)0

そこで本稿は､直接的には､このラインラント･

プフアルツ州憲法を典型的な事例として分析の狙

上に載せ､戦後 ドイツの国家と公教育の再建時点

での指導理念の解明に迫ることを課題としたい｡

ドイツ諸州憲法に関する先行研究としては､我

が国では､憲法学の立場からの影山日出弥の概説

的論考と宮本光雄による3州(ヴユルテンベルク･

バーデン州､-ツセン州､ベルリン州)の憲法成

立史の論考5)がほぼ唯一のものとして挙げられ､

それに清水望 『国家と宗教-ドイツ国家教会法の

再構成とその展開-』(1991年)における教会法

の観点からの概括的言及がある程度で､教育史研

究としてはほぼ未開拓の状況にある6)｡またドイ

ツでも､この分野の研究の蓄積は未だ充分では

なく､1980年代以降になって､各州議会および政

治教育センター (Landeszentraleforpolitische

Bildung)が中心となる形で､州憲法の成立過程

に関する研究書や資料集が刊行され始めたところ

で7)､本格的な研究は緒に就いた段階と言える｡

ラインラント･プフアルツ州憲法およびA.ジュ

スター-ンに関する我が国での先行研究は､管見

の限り皆無の状態にある｡

なお､本稿で主として分析に使用する基本資

料は､ラインラン ト･プフアルツ州憲法 (1947

午)の制定過程資料集成として編集された 『ラ

インラント･プフアルツ州憲法の成立』(Helmut

Klaas,DieEntstehungderVerfassungftlr

Rheinland-Pfalz,1978.)と､ 同州憲法制定 の

中心人物で､ボン基本法の制定にも深 く関与

したA.ジュスター- ンが執筆 した 『ライン

ラン ト･プフアルツ州憲法コンメンタール』

(A.Sdsterhenn,H.Schafer,Kommentarder

VerfassungforRheinland-Pfalz,1950.)であ

る｡

以下､まず占領下 ドイツ諸州憲法の宗教教育体

制とその特徴を概観し<1>､次いで､ラインラ
ント･プフアルツ州憲法の制定過程とそこで主導

的役割を果たしたA.ジュスターへンの思想的背

景を検討し<2>､最後に議会審議過程での議論
の分析から､この憲法の指導理念として ｢キリス

ト教的自然法｣が据えられ､宗教教育が復権-と

至った背景を明らかにする<3>｡

1.占領下ドイツ諸州憲法の宗教教育体制の概観

(1) 占領統治体制とドイツ諸州憲法の制定

1945年5月8日の ドイツの無条件降伏により､

ナチス支配とその統治体制は完全に崩壊し､以後

ドイツは米ソ英仏の戦勝4カ国軍政府による統治

体制に置かれた｡ベルリンには4カ国軍政府代表

で構成される管理理事会が設置されたものの､東

西冷戦の顕在化に伴って､そこでの意見調整は難

航を極めた｡この結果､ ドイツ全体の統一的な占

領政策の策定は事実上放棄され､4カ国軍政府そ

れぞれによる分割占領政策が実施されていった｡

後の西 ドイツを構成することになる米英仏によ

る占領地区においては､ ドイツ人-の行政権限の

委譲措置が順次行われ (まずアメリカ占領地区か

ら)､地方自治体の選挙､州 (Land)の設定とそ

の暫定政府の設置に続き､州憲法の制定-と続い

た｡州憲法の制定作業は､まずアメリカ占領地区

(ドイツの中南部)で1946年2月から開始され､

フランス占領地区 (ドイツの西南部)ではほぼ半

年遅れの同年8月から開始された｡これに対して､

イギリス占領地区 (ドイツ北西部)では､本国の

不文憲法の伝統も関係して､意法制定は当初見合

わされ､この地区の州意法制定は､ハンザ自由都

市としての独自の伝統を有するブレーメン8) と

ハンブルクを除き､ボン基本法の制定以後となっ

た｡

こうして制定された各州憲法は<表1>の通り
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<表1>戦後ドイツの州憲法の制定順序

1946年5月15日 (ハンブルク州暫定憲法) イギリス地区

8月13日 (大ベルリン暫定憲法)

11月28日 ヴユルテンベルク･バーデン州憲法 アメリカ地区

12月2日 バイエルン州憲法 アメリカ地区

12月11日 ヘッセン州憲法 アメリカ地区

1947年5月18日 ラインラント･プフアルツ州憲法 フランス地区

5月20日 ヴユルテンベルク･ホ-エンツオレルン州憲法 フランス地区

5月22日 バーデン州憲法 フランス地区

10月21日 ブレーメン州憲法 アメリカ地区

12月15日 (ザールラント州憲法)

(1957年までフランス領､以後西ドイツに編入された)

1949年5月23目 下イツ連邦共和国基本法

12月13日 シュレスヴイッヒ･ホルシュタイン州憲法 イギリス地区

1950年6月28日 ノルトライン･ヴェストファーレン州憲法 イギリス地区

9月 1日 ベルリン州憲法

1951年4月13日 ニーダーザクセン州憲法 イギリス地区

である9)｡このうち､1949年5月のボン基本法の

制定に先立って制定されたのは10憲法であるが､

都市州のハンブルクとベルリンの憲法は基本権や

教育条項を含まない､純粋な行政組織に限定され

た暫定憲法 (VorlaufigeVerfassung)であり､

またザールラント州は1957年までフランス領とさ

れていた｡このため､本稿で検討の対象とする憲

法は､ヴユルテンベルク ･バーデン州 (WBと略

記｡以下同じ)､バイエルン州 (Bay)､-ツセン

州 (He)､ラインラント･プフアルツ州 (RP)､ヴユ

ルテンベルク ･ホ-エンツオレルン州 (WH)､

バーデン州(Bad)､そしてブレーメン州 (Bl)の

計7憲法とする｡

(2) 占領下 ドイツ諸州憲法の宗教教育体制

これらのドイツ敗戦直後の1946年から47年にか

けて制定された諸州憲法には､次の3つのほぼ共

通する顕著な特徴を確認することができる｡

まず第 1に､一般的なキリスト教に基づく聖書

物語史の教育を行うブレーメン州 (B132｡ブレー

メン州憲法第32条の意｡以下同じ)を除き､宗教

教育が ｢正規の教科｣(ordentlichesLehrfach)

と位置づけられ､しかもそれは当該宗教団体の

教義に従って授けられることが規定されている

こ とで あ る (WB39,Bay136,He57,RP34,

WH115,Bad28)｡ここでは､-ツセン州の規定

を例示しておきたい｡

○ヘッセン州憲法第57条

宗教教育は､正規の教科である｡宗教教育に

おいては､教師は､国 (州)の監督を害するこ

となく､教師の所属する教会ないし宗教団体の

教義と規則に拘束される｡

第 2に､学校 (特 に国民学校) は､宗派

別 (基本的にはカ トリック派 と福音派の2つ

の宗派)に設置 される学校である｢宗派別学

校｣(Bekenntnisschule)か､ もしくは宗派別

ではない ｢宗派共同学校｣(Simultanschule,

Gemeinschaftsschule)のいずれかの形態 とさ

れ､宗派共同学校の場合であっても､その学校

は ｢キリスト教的｣(Christlich)という性格づけ

が前提とされていることである｡つまり､いずれ

の場合でも､公立学校が基本的には ｢キリスト教

的学校｣であるとの性格づけが明確にされている

ことである (WH114,Bay135,RP29,WB37,

Bad28)｡ここでは､代表的に3州の規定を例示

しておきたい｡

○ヴユルテンベルク ･ホ-エンツオレルン州憲

法第114条

(1)公立の国民学校はキリスト教的学校である｡
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(2)学校の形態の決定にあたっては､親の意思が

最優先される｡

○バイエルン州憲法第135条

(1)公立の国民学校は､宗派別学校または宗派共

同学校とする｡学校の種類の選択は教育権者

の自由である｡ただし宗派共同学校は宗派的

に住民が混在している場所で､教育権者の申

し立てにより設立される｡宗派別学校では､

生徒を当該宗派の教義に従って授業し､教育

者にふさわしくこれを行なおうとする教員の

みが派遣される｡

○バーデン州憲法第28条

公立学校は､バーデンの伝統的な意味でのキ

リス ト教的性格を有する宗派共同学校である｡

全ての学校においては､授業に際して､どのキ

リスト教宗派の宗教的感情も尊重されなければ

ならない｡教師はどの教科でも､全ての生徒の

宗教的 ･世界観的感情にも配慮し､宗教的 ･世

界観的考え方を事実に即して説明しなければな

らない｡

第3に､7州中5つの州では､その憲法前文に

おいて､｢神を欠落した国家 ･社会秩序｣(Bay)､

｢神-の信頼｣(WB,Bad,WH)､｢神-の服従｣

(wH)あるいは ｢神に対する責任｣(RP)といっ

た表現で､｢神｣(Gott)-の直接的言及が見ら

れ､さらに具体的な教育目的の規定としても､｢神

- の畏敬｣(WHlll,WB36,RP33,Bad26,

Bay131)ないし ｢畏敬と隣人愛｣(He56)といっ

た表現で､神-の信仰ないしキリスト教の最も基

本的な教義に配慮すべきことが規定されているこ

とである｡その代表的な規定を以下に例示してお

きたいO

○バーデン州憲法前文

神-の信頼を抱きつつ､バーデン州の住民は､

古いバーデンの伝統の受託者として､キリスト

教の道徳律および社会的正義の原則に従って､

自らの国家を民主主義の精神において新たに建

設することを祈念して､以下の憲法を制定した｡

○バイエルン州憲法第131条

(2)最高の教育目的は､神-の畏敬､宗教的信条

および人間の尊厳の尊重､克己､責任感情､

進んで責任を引き受けること､親切心､そし

てあらゆる真理 ･善 ･美-の感受性､これら

を滴養することである｡

以上で確認した､諸州憲法の宗教教育体制にほ

ぼ共通する3つの特徴が､最も顕著に現れていた

憲法は､ラインラント･プフアルツ州憲法であっ

た｡そこで､次にこの憲法の制定過程とそこで主

導的役割を果たしたA.ジュスター-ンについて､

検討することにしたい｡

2.ラインラント･プフアルツ州憲法の制定過程

とA.ジュスターへン

(1) ラインラント･プフアルツ州憲法の制定過程

まず､ラインラント･プフアルツ州憲法の制

定過程を簡単に確認しておきたい10)｡ナチス ･ド

イツの崩壊後､フランス軍は ドイツの西南地区

に進駐しその占領地区とした｡フランス軍政府

長官はピェール ･ケーニヒ将軍 (GeneralPie汀e

Koenig)であった｡具体的には､①バーデン地

区 (旧バーデン州のうち､アメリカ占領地区と

なった部分を除く)､②ヴユルテンベルク ･ホー

エンツオレルン地区 (旧ヴユルテンベルク州のう

ち､アメリカ占領地区となった部分を除く)､③

ヘッセン ･プフアルツ地区 (旧バイエルン州の一

部)､④ラインラント-ツセン･ナッサウ地区 (旧

プロイセン州の一部)､この4地区がフランス軍

政府の占領下に置かれた.このうち､バーデン地

区とヴユルテンベルク ･ホ-エンツオレルン地区

はそれぞれ州とする措置が執られた｡残る2地区

に関しては､1946年8月30日付のフランス軍政府

指令第57号により､歴史的にも文化的にも異なる

背景を持つ2地区合わせてラインラント･プフア

ルツ州という新たな州とすることが定められ､同

時にその州憲法の草案準備を担う機関として､2

地区の暫定政府代表で構成された ｢混成委員会｣

(GemischteKommission)が設置 されること､

さらに州憲法を審議するための｢州意法制定議会｣

(BeratendeLandesversam lung)が地方 自治

体議員による間接選挙で組織されるべきことも指

示された｡

1946年 9月 3日には､この指令に基づいて

設置 された ｢混成委員会｣の下 に､具体的
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に憲法草案の起草の任を担 う ｢憲法委員会｣

(Verfassungsausschuβ)が設けられ､キリスト

教民主同盟 (CDU)から3人､社会民主党 (S

PD)から2人､共産党 (KPD)から1人の計

6人の委員が指名された｡この時､｢憲法委員会｣

の委員長に就任した人物が､CDUから出ていた

アドルフ ･ジュスターへンであった｡後述される

ように､ジュスターへンはこの時既に､周到な憲

法調査を行っており､憲法草案も準備していた｡

そして､ジュスターへンの憲法草案は､10月25日

に､ほぼそのままの内容で ｢混成委員会｣に提出

されており､最終的には ｢混成委員会Jとしての

憲法草案 (実質的内容はジュスター-ンによる憲

法草案)が､政府の憲法案として､州憲法制定議

会に提案されたのである｡

一方､1946年 9月15日と10月13日に､末端の

自治体であるゲマインデ議会および郡議会の選

挙が行われ､さらにこれら地方自治体の議会議

員による間接選挙により､11月17日に州憲法制

定議会の議員 (127名)が選出された (指令第57

号を具体化した10月8目付指令第67号による)0

この州意法制定議会の議員の政党別分布は､C

DUが70人 (全議席の55.1%)､ SPDが41人

(32.3%)､KPDが9人 (7.1%)､等となって

いたOまた､同年12月3日には､ラインラント･

プフアルツ州暫定政府が､W.ボーデン (CD

U)を首相として発足した｡この時､A.ジュス

ターへンは司法大臣に就任している｡こうして､

1946年12月から翌47年4月まで､州意法制定議会

において､憲法案の審議が行われた｡実質的に

は､州憲法制定議会の内部に設置された ｢憲法委

員会｣(verfassungsausschuβderBeratenden

Landesversammlung)で審議されたが､その委

員15名の政党別内訳は､CDUが8人､SPDが

5人､KPDが1人等となっていた｡ジュスター

へンは､司法大臣として､また州意法制定議会の

｢憲法委員会｣委員の立場としても､憲法審議に

主導的役割を果たした｡最終的には､1947年4月

25日に､政府の憲法案についての採決が行われ､

投票総数101票中､賛成70票､反対31票 (主にS

PDが反対した)により､憲法案が採択されてい

る｡この時同時に､最後まで最も意見対立が激し

かった憲法第3章 (学校に関する条項)について

は､憲法全体の可否を問う住民投票に加えて､同

様の住民投票を実施すべきことを要求したCDU
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の動議も賛成多数で採択された｡1946年5月18日

には､憲法および憲法第3章に関する住民投票が

実施され､その結果､憲法-の賛成が投票総数の

53.0%､憲法第3章-の賛成が52.4%を占めたこ

とで､憲法は国民から承認され成立することと

なったO

以上のような制定過程を概観すれば､ア ドル

フ ･ジュスターへンによる憲法草案が､ラインラ

ント･プフアルツ州憲法の土台となっていたこと

が知れる｡事実､憲法制定議会の席上､ヴユルメ

リンク議員 (FranzWuemeling)は､ジュスター

へンを｢憲法案の精神的父｣と賞賛していた11)｡し

かも､この憲法案は､大きな修正を受けること

なく憲法として成文化されていった事実を加味す

れば､ジュスターへンがラインラント･プフア

ルツ州憲法の ｢精神的父｣(geistigerVaterder

Verfassung)と呼ばれることが多いことも当然

と言えよう12)0

それでは､このアドルフ ･ジュスターへンとは

如何なる人物だったのだろうか｡次に検討してみ

よう｡

(2) A.ジュスターへンの経歴と思想的背景13)

A.ジュスター-ン (AdolfStisterhenn,19051

1974)は､商業系の会社員を父親として1905年に

ケルンで生まれた｡当時 ドイツ帝国プロイセンの

一部であったケルンは､伝統的にカ トリック教

会の影響力が強いドイツ西部のライン地方にある

中核都市で､ジュスター-ンの生涯と思想もこ

のカ トリック派信仰に強く彩られていくことに

なる｡彼は､既にケルンのギムナジウム時代に､

カ トリック系青年運動の組織である ｢新 ドイツ｣

(Neudeutschland､1919年設立)で活動していた｡

その後､1923年から27年までフライブルク大学と

ケルン大学で､主に法学と国家学を修め､27年に

は第一次司法試験 (司法官試補試験)に合格して､

法律家の道-と入っていく｡

彼の大学時代に特筆すべきことは､カトリック

学生運動での活動とそこで受けた思想的影響であ

る｡特に､ケルン大学の教授と学生によって結成

されたカトリック系の政治運動組織である<グー

レス ･リンク> (Gbrres-Rringzurpolitischen

SchulungkatholischerJungakademiker)での

活動が重要となる｡ケルンを含めたライン地方に

は､第一次世界大戦での ドイツの敗北に伴って
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イギリス軍が進駐していた｡しかし､1926年にイ

ギリス軍が撤退すると､民族主義的 ･反ユダヤ

主義的な学生運動組織である<ドイツ大学リン

ク> (DeutscheHochschulring,1923年に 『第

三帝国』を著した民族主義者Moellervanden

Bmckの思想を指導理念とする組織)が､ケル

ンでも勢力を拡大しつつあった｡<ゲ-レス ･リ

ンク>は､こうしたナチズム-と流れていく運動

を食い止めることを目的に組織された対抗グルー

プであり､ジュスターへン自身もその創設者の一

人となって参画した｡この<ゲ-レス ･リンク>

の指導的立場を果たし､またジュスター-ンの

思想的背景を探る上でも重要な人物が､G.エー

バース (GodehardJosefEbers,1880-1958)と

B.シュ ミッ トマ ン (BenediktSchmittmann,

1872-1939)という2人のケルン大学教授であっ

た｡

G.エーバースは､当時としては極めて稀なこ

とであるが､キリスト教的自然法思想を基盤とす

る国際法学者であり､ジュスター-ンが1928年に

法学博士号を取得した際の指導教授でもあった｡

エーバースは､1933年1月のヒトラー首相就任の

直前にケルン大学総長に就任したものの､1935年

にはナチス国家体制に好ましくない政治的カ ト

リック思想の信奉者として解任され､1938年には

一時的に逮捕されてもいる｡一方のB.シュミッ

トマンは､社会学者兼経済学者で､ワイマール

期にはプロイセン州議会の議員 (所属政党はカト

リック中央党)として､フランスとの和解に尽力

した｡シュンミットマンは､ナチズム運動には最

初から対決姿勢を見せていたため､ヒトラーの首

相就任後には､エーバースと同様に ｢国家に好ま

しくない人物｣としてケルン大学教授を解任され､

さらに1939年9月1日の第二次世界大戦勃発直

後､予ねて準備されていたリストに基づきゲシュ

タポ (ナチスの秘密国家警察)によって逮捕､ザ

クセンハウゼン強制収容所に連行され､早くも9

月13日には殺害されている｡ジュスター-ンは､

こうしたナチズムと鋭く対時し､ナチズムにより

弾圧された2人のケルン大学教授のカトリック派

信仰を基盤とする思想と行動から､決定的な影響

を受けた｡

ジュスター-ンは､1932年からケルンで弁護士

として活動を開始した｡翌年の1933年3月12日の

ケルン市議会選挙では､中央党から立候補して当

選している｡しかし､彼は既に国家権力を掌握し

ていたナチス党-の入党を断固拒否したことを理

由に､僅か6週間後には議員資格を剥奪されて

いる｡以後ジュスター-ンは､ ドイツ敗戦まで

の12年間､ケルンにおいて弁護士活動を展開する

が､その彼が主として弁護を担当したのは､それ

自体身の危険を伴うことであったが､ナチス当

局から迫害 ･弾圧されたカトリック系の政治家や

聖職者 ･修道士たちであった14)｡さらに､ジュス

ターへンは､1939年の戦争勃発以降は､反ナチス

抵抗運動に参加していった｡特に彼は､オランダ

のカトリック労働運動とドイツ国内では地下潜伏

を余儀なくされていたキリスト教労働運動との

連携に尽力し､また国防軍内部における反ヒト

ラー抵抗グループの一翼を担っていたシュテーレ

大佐 (WimelmStaehle,1945年 4月に帝国保安

隊により殺害)15)とも緊密に連絡を取っていた｡

1944年3月には､ケルンのジュスター-ンの自宅

で､ヒトラー暗殺とその後の新政府樹立計画､い

わゆるワルキュール作戦に関連した重要な会議も

持たれている｡この会議の参加者には､新政府

の農業大臣に擬せられていた-ルメス (Andreas

Hemes)もいた｡ヘルメスは､反ナチス抵抗グ

ループの一つ<ケルン･グループ>の中心メン

バーの一人で､同じく反ナチス抵抗グループの<

ゲルデラー ･グループ>と<クライザウ･グル-

プ>との連携を図っていた16)｡ワルキューレ作戦

は失敗に終わり､-ルメスを含め関係者が次々と

逮捕され､ヘルメスには死刑判決が下されている｡

ジュスター-ンは､ワルキューレ作戦ではゲルデ

ラーを首班とするドイツ新政府とオランダ政府と

の仲介役に予定されていたが､辛くも逮捕を免れ

た｡それは､ひとえにヘルメスらがゲシュタポに

よる尋問で黙秘を通したことによるという｡

1945年5月､12年間にわたるナチズム支配から

解放されてから､ジュスターへンはフランス軍の

占領地区の一つとなったラインラント･-ツセン･

ナッサウ地区における新たなキリスト教政党､キ

リスト教民主同盟 (CDU)の共同創始者となっ

た｡CDUの結成に参加しドイツの再建に精力

的に取り組み始めた1946年の早い時期に､ジュス

ター-ンはあるCDUの会合で､ケルンの弁護士

時代からの旧知の仲のアデナウアー (後のドイツ

連邦共和国初代首相)と再会している｡その時ア

デナウアーは､アメリカ軍占領地区で開始される
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ことになった州憲法制定の動きを現地調査 ･研究

することをジュスター-ンに勧め､その実現のた

めの条件整備も員って出ている｡ジュスターへン

はこのアデナウアーの助言通り活動し､そのアメ

リカ地区での憲法調査 ･研究の結果を基にして､

ナチズム崩壊後のドイツ再建の基本理念に関する

論稿を地元の週間新聞<ライン･メルクール>

誌に精力的に寄稿していった17)｡上述のように､

1946年9月にラインラント･プフアルツ州憲法の

草案起草作業が開始された際に､ジュスターへン

がその中心的役割を果たすことになる背景には､

ナチズムの嵐を辛くも生き延びた者として､反ナ

チス抵抗運動の犠牲者を心に刻みつつ､キリスト

教的自然法の理念からドイツ再建に貢献したいと

いう彼自身の強い願いと､アメリカ占領地区での

現地調査も含めた豊富な憲法研究の実績があった

ことになる｡

なお､ジュスターへンは､ラインラント･プ

フアルツ州暫定政府の司法大臣として､州憲法成

立に尽力した後､1947年から51年まではアルトマ

イアー首相の下で､州司法大臣兼文部大臣として

も､州憲法と学校条項の具体化の責任者も務めた｡

また､1948年8月からのボン基本法草案 (いわゆ

る-レンキムゼ-草案)の起草にもラインラント･

プフアルツ州代表として参加しており､その後の

基本法草案の審議過程においても､テオドア ･ホ

イスやカルロ･シュミットとともに主導的役割を

果たしている.さらに､ジュスターへンは､1951

から61年まではラインラント･プフアルツ州行政

裁判所と憲法裁判所の長官､1961年から69年まで

はドイツ連邦議会議員も務め､1974年にコブレン

ツで亡くなっている｡

カトリック派信仰､キリスト教的自然法､その

両者を思想的基盤とする反ナチス抵抗運動-の参

加､二大宗派横断的なキリスト教倫理に基づくド

イツ再建-の尽力｡こうしたジュスター-ンの経

歴と思想は､ドイツ敗戦を挟んでナチズムの嵐と

戦後の困難な復興とを誠実に生き抜いたドイツの

人々の一つの典型的な姿とも言えるだろう｡では

次に､このジュスターへンを ｢精神的父｣とする

ラインラント･プフアルツ州憲法の制定過程にお

ける論議を分析することで､この憲法の指導理念

とそれとの関連で宗教教育の復権の背景を確認し

てみよう｡
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3.ラインラント･プフアルツ州憲法の根本理念

と宗教教育の復権

(1) ナチズム以後の国家再建理念としてのキリス

ト教的自然法

ラインラント･プフアルツ州憲法全体を貫徹し

ていた根本理念､それは一言すれば､ナチズム体

験を通して再認識された ｢キリスト教的自然法｣

(daschristlicheNatu汀eCht)-の絶対的確信で

あった｡ジュスター-ンは､このキリスト教的自

然法の思想を､ナチズム崩壊以後に制定されたド

イツの諸憲法 (ボン基本法を含めて)に共通して

流れている ｢精神的基盤｣であるとして､その背

景を次のように詳述している｡

それによれば､ナチズム期に ｢総統の意思は最

高の法｣の合い言葉の下に､暴力と人間の自由の

否定といった支配体制を正当化する機能を果たし

ていたのが､19世紀以降台頭してきた ｢法実証主

義｣(Rechtspositivismus)であった｡こうした

｢法実証主義の荒廃的作用｣を前にした時､｢自然

の道徳律の中で根拠づけられた､国家による慈意

から守られた法｣､つまり ｢自然法-の強力な方

向転換｣が生じてきた｡この｢自然法-の転換｣は､

ただ単に法学や思想の世界に止まらず､｢ナチズ

ム時代に常に形式的な合法性と道徳的正当性との

アンチノミーを体験し､国家の法的命令が直ちに

は真の法､すなわち倫理的に根拠づけられた法と

は一致しないことを理解した､広範なドイツ国民

の倫理的な感情ともなっていた｡｣という｡しかも､

このナチズム期から戦後期-と賦活した自然法の

思想は､啓蒙思想やフランス人権宣言におけるよ

うな人間理性の産物としての自然法ではなく､キ

リスト教的伝統と結合した自然法､従って ｢神の

創造意思に起因する自然法｣､｢神に根拠を持つ自

然法-の信仰告白｣である｡こうしたキリスト教

的自然法-の絶対的信頼は､｢ナチズム時代に体

験された ･･･国家による暴力行為に抵抗して､

自らの人間としての自由を守ろうとしたドイツの

人々の根源的必要性から生じてきた｣ものであっ

た 18)｡

このように､ジュスター-ンによって説明され

たナチズムの権力支配-の対抗原理としてのキリ

スト教的自然法の思想は､ナチズム以後の国家と

教育の再建理念として､戦後のドイツ諸州憲法を

貫徹する指導原理ともされていった｡このことは､
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ラインラント･プフアルツ州憲法の前文に端的に

表明されている｡

○憲法前文

法の源泉であり､あらゆる人間共同体の創造

者である神に対する責任を自覚して､人間の自

由と尊厳を確保し､社会的正義に基づいて共同

体生活を秩序づけ､全ての人々の経済的進歩を

促進し､国際社会の生き生きとした構成員とし

ての新たな民主主義的 ドイツを形成することを

祈念して､ラインラント･プフアルツ州の住民

は､この憲法を制定した｡

この憲法前文では､単に ｢神｣という言葉が使

用されているだけではなく､｢法の源泉であり､

あらゆる人間共同体の創造者である神に対する責

任を自覚して｣という表現で､同時期の州憲法よ

りも一層踏み込んだ神-の信仰告白が行われてい

る｡この前文はジュスター-ンの最初の憲法草案

に既に規定されていたもので､法案の審議過程で

は､共産党の委員から､その無神論的世界観に基

づいて､神-の言及に反対する意見が出されたが､

SPDを含むその他の政党からは大きな異論は表

明されず､成案を見ている19)｡

この前文を積極的に支持したのは言うまでもな

くCDUであった｡憲法制定後の最初の首相に就

任するCDUのP.アル トマイアー (1969年に後

の連邦首相H.コールに交代するまでの22年間首

相を務めた)は､意法制定議会の席上､この前文

は､ナチズムという ｢神なき国家絶対主義の時代｣

を経験した後で､｢意識的かつ明確に｣､｢神-の

信仰告白｣を行い､｢公的生活における主なる神

の優越的地位を宣言し､憲法上の承認を行ったの

である｡｣ 20)と述べ､この憲法がキリスト教的自

然法を根本原理とするものであることを言明して

いる｡

(2) 自然権としての親権と宗教教育の復権

この憲法の審議過程を通して､CDUとSPD

との間で最も激しい論戟が続き､最後まで合意が

得られなかった論点は､自然権としての親権とそ

れを基盤とした学校のキリス ト教的性格付けを､

憲法条文としてどこまで､どのように表現するの

か､という問題であった｡最終的に成立した関連

条項を抜粋して示せば次の通りである｡

第23条

(1)結婚と家庭は自然により与えられた人間の

社会の基礎である｡結婚と家庭は､固有の自

然の権利の共同体として､国家の特別の保護

の下に置かれる｡

第25条

(1)両親は､その子どもを身体的 ･道徳的 ･社

会的有能さに向けて教育する自然の権利と最

高の義務を持つ｡国家と共同体は､両親の教

育活動を監視Lかつ支援する権利と義務を持

つ ｡

第27条

(1)子どもの教育について決定する父母の自然

権は､学校制度の編成の基礎である｡

第28条

青少年の教育は公立学校によって配慮される

べきである｡その教育の組織のために､国家と

市町村が協働する｡教会と宗教団体も教育の担

い手として認められる｡

第29条

(1)公立の国民学校は､宗派別学校､もしくは

キリスト教的宗派共同学校である｡

(2) 宗派別学校においては､生徒は同じ宗派の

教師から教育される｡その際には､教育は当

該の信仰の宗教的 ･道徳的原則によって規定

される｡宗派共同学校においては､生徒の受

け入れは､その信仰を考慮しないで行われる｡

宗派共同学校における教育は､キリスト教的

であっても､宗派に結びつかないで行われる｡

教員の任用は､生徒の信仰の状況に応じて行

われる｡

第33条

学校は､青少年を､神-の畏敬と隣人愛､尊

敬と寛容､誠実さと正直さ､国民および郷土-

の愛着､倫理的態度と職業的有能､さらに国際

的和解の精神において自由な民主主義的態度-

と教育しなければならない｡

見られるように､結婚と家庭は ｢自然によって

与えられた人間社会の基礎｣であり､｢固有の自

然の権利の共同体｣であること (第23条)､両親

はその子どもを ｢身体的 ･道徳的 ･社会的有能さ

に向けて教育する自然の権利と最高の義務を持

つ｣(第25条)と規定され､同時期の他の諸州憲

法以上に､家庭と親の子ども-の教育権が自然法
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に基づく ｢自然権｣であると強調されている｡そ

の上で､この親権が同時に ｢学校制度の編成の基

礎｣に据えられるべきこと (第27条)､教会と宗

教団体が国および地方公共団体と並んで､公立学

校の ｢教育の担い手｣(Bildungstrager)として

の地位が与えられること (第28条)､公立国民学

校は ｢宗派別学校もしくはキリスト教的宗派共同

学校｣であること (第29条)､さらに学校教育の

目的として ｢神-の畏敬と隣人愛｣の育成が特筆

されている (第33条)｡

これに対して､SPDからは､親権が自然権で

あること-の一定の理解は示されたものの､親権

の暴走を防止する必要性から､国家の教育上の権

限を親権より強化する条項を設けるべきこと､｢自

然の｣という文言を可能な限り削除すべきことが

主張された21)｡さらに､学校の設置形態としては､

歴史的に幾度も見られた激しい宗派対立を学校に

持ち込むことを防止する意味から､宗派別学校で

はなく､あくまで ｢キリス ト教的宗派共同学校｣

(christlicheGemeinschftsschule)とすべきこと

が､終始要求された22)｡ただ､ここで注目すべき

ことは､少なくともワイマル期までは､共産党と

同様に学校教育からの宗教教育の排除を党是とし

ていたSPDが 23)､宗教教育を公立学校の ｢正規

の教科｣とすること､学校の ｢キリスト教的｣性

格づけ自体には賛同している事実である｡｢我々

は完全な道徳的破滅という事態に直面して､(キ

リスト教の持つ)人間形成上の力を無しで済ます

ことはできない｡｣ 24)との発言に端的に示されて

いるように､ナチズムによる教会弾圧と学校から

の宗教教育の排除政策25)がもたらした惨状と道

徳的荒廃という体験から､戦後 ドイツの国家と教

育の再建に当たって､キリスト教教育が不可欠で

あることを､もはやSPDとしても認めざるを得

なくなっていたのである｡

一方､CDUからは､神が創造した自然法によ

り付与された親権の絶対性を強調する主張が繰り

返された｡それによれば､｢親の自然法上の教育

権の確定は､ナチズムの強制教育の方式の再来に

対する本質的安全装置｣であり､｢どのような学

校形態によって自分の子どもを教育するのかを決

定することは､絶対的な親の自然権である｣と強

調された26)｡また､SPDが唯一の学校形態とし

て主張した ｢キリスト教的宗派共同学校｣の在り

方に対しても､CDUはその不十分さを厳しく指
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弾した｡すなわち､宗派別学校においてと同様に

｢キリスト教的宗派共同学校｣においても､キリ

スト教信仰が学校でのあらゆる教育活動の基盤と

なっていることが必要である｡しかし､SPDが

主張する学校では､確かに宗教は教えられるもの

の､それは ｢全ての教育活動を貫徹する<中心的

太陽>｣ではなく､単なる-教科にすぎないから､
そうした学校の本質は ｢宗教教育が飾りでしかな

い､宗教を欠落した国家的強制装置｣に他ならな

い27)､と｡

こうして､CDU側は､親権および学校のキリ

ス ト教的性格づけの憲法条項においては､｢我々

には妥協的解決は不可能である｣28)との強硬な

姿勢を最後まで崩さず､憲法成立を恐れて仲介に

入ったフランス軍政府の提案も否定する形で (軍

政府は憲法の教育規定は大きな原則に止め､詳細

は学校法で規定する打開策を提案していた)､先

に確認したような宗教教育関連条項を憲法に盛り

込んでいったのであった｡この条項に関連して､

ジュスター-ン自らが執筆した憲法コンメンター

ルでは､｢学校での全教育活動は､全ての教科に

おいて､宗派別学校では当該の宗派の精神によっ

て､また宗派共同学校においては一般的なキリス

ト教の精神によって隅々まで浸透されていなくて

はならない｡｣ 29)と､明記されることになる｡

結びにかえて

以上､戦後の我が国とは顕著な対照を成してい

る､国家および公教育におけるキリスト教的自然

法と宗教教育の重要な位置づけ､換言すれば ｢宗

教教育の復権｣という事態の意味とその背景を､

ラインラント･プフアルツ州憲法を事例として検

討してきた｡以上の検討を通して､戦後 ドイツの

諸憲法とそこでの教育に共通する ｢宗教教育の復

権｣という事態は､過酷なナチズム体験の中で､

それ-の対抗理念として再認識され賦活されて

いったキリスト教信仰および ｢神の創造意思に起

因する自然法｣思想を､辛くも戦後まで生き延び

たドイツ人自身が自覚的かつ内発的に､ナチズム

以後の国家と教育の再建理念として貫徹しようと

した帰結であったことが､荒削りながらほぼ明ら

かとなったと言えるだろう｡ラインラント･プフア

ルツ州憲法の制定過程で､ある議員が述べたよう

に､｢ナチズムの時代は､キリスト教の価値を無
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祝 した国民は､同時に人間の価値をも破壊 し否定

してしま うとい うことを明確に示した｣ 30)､とい

うナチズム体験を通 して得られた教訓は､ジュス

ターへンのみならず､この時期に生きた ドイツ人

に共有された国家再建の指針だったのである｡
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